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(百万円未満切捨て)

１．平成28年12月期第３四半期の業績（平成28年1月1日～平成28年9月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年12月期第３四半期 4,641 △0.1 167 87.5 182 67.6 112 90.8

27年12月期第３四半期 4,645 8.5 89 △42.8 109 △37.1 58 △38.5
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年12月期第３四半期 6.63 ―

27年12月期第３四半期 3.48 ―
　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年12月期第３四半期 10,791 9,452 87.6

27年12月期 11,202 9,564 85.4

(参考) 自己資本 28年12月期第３四半期 9,452 百万円 　27年12月期 9,564 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年12月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

28年12月期 ― 3.00 ―

28年12月期(予想) 3.00 6.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成28年12月期の業績予想（平成28年1月1日～平成28年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,500 0.1 240 20.0 260 15.6 150 12.8 8.87
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は添付資料３ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(２)会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」をご覧下さい。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年12月期３Ｑ 17,955,000株 27年12月期 17,955,000株

② 期末自己株式数 28年12月期３Ｑ 1,039,390株 27年12月期 1,039,290株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期３Ｑ 16,915,669株 27年12月期３Ｑ 16,915,808株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策の効果により雇用・所得環境に持ち直しの動きが見

られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしましたが、一方で、円高・株安等の金融市場の変動や、中国経済

の景気減速感等により、設備投資動向が弱含みとなるなど、景気の先行き不透明感が拭えない状況が続きました。

このような環境のもと、当社におきましては、生産体制の強化・見直しを継続的に取り組むとともに、顧客志向に

立った製品開発、差別化した提案営業を推進し、いかなる事業環境の変化にも対応すべく更なる原価低減活動と生産

性の向上に努めてまいりました。

　減速機関連事業では、保有技術を活かした製品開発に取り組むとともに、特殊製品による成長分野への積極的な提

案営業を行い、顧客満足度の向上と受注獲得に努めてまいりました。

　駐車場装置関連事業では、マーケティングに基づく戦略的営業展開を図るとともに、コスト競争力の強化を推進し

収益改善に努めてまいりました。

　室内外装品関連事業では、生産・品質管理体制の強化を図り、受注獲得と安定した収益確保に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は4,641百万円(前年同期比0.1％減)、営業利益は167百万円(前年同期比

87.5％増)、経常利益は182百万円(前年同期比67.6％増)、四半期純利益は112百万円(前年同期比90.8％増)となりまし

た。

なお、セグメントの業績は次のとおりであります。

　

［減速機関連事業］

国内外の設備投資動向が軟調に推移するなか、営業力強化による特殊製品等の受注獲得に努めましたが、シャッタ

開閉機等の受注減少影響により、売上高は2,222百万円(前年同期比6.9％減)となりました。営業利益につきましては、

継続的な原価低減活動に努めましたが、シャッタ開閉機等の減速機製品の売上が伸び悩んだことで40百万円(前年同期

比53.1％減)となりました。

［駐車場装置関連事業］

主力製品である「パズルタワー」の新規着工および多段式駐車場の受注が堅調に推移した結果、売上高は2,019百万

円(前年同期比6.9％増)となりました。営業利益につきましては、資材価格等の上昇傾向が続くなか、原価管理の徹底

と低減活動に取り組み112百万円(前年同期は８百万円の利益)となりました。

［室内外装品関連事業］

品質管理の徹底と性能の向上に努めた結果、受注が増加し、売上高は399百万円(前年同期比8.4％増)となりました。

営業利益につきましては、コスト低減活動等による収益確保に努めた結果14百万円(前年同期は４百万円の損失)とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

［資産］

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ410百万円減少し10,791百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金が170百万円、未収入金を含むその他の項目が219百万円増加した一方で、受取手形及び

売掛金が467百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ115百万円減少し7,576百万円となりました。

　固定資産は、繰延税金資産を含むその他の項目が76百万円増加した一方で、保有株式の株価下落等により投資有価

証券が277百万円、減価償却等により有形固定資産が80百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ295百万

円減少し3,215百万円となりました。
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［負債］

当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ298百万円減少し1,338百万円となりました。

　流動負債は、賞与引当金を含むその他の引当金が10百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が150百万円、工事

損失引当金が35百万円、未払法人税等が28百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ289百万円減少し

1,172百万円となりました。

　固定負債は、退職給付引当金が29百万円増加した一方で、繰延税金負債の減少等によりその他の項目が33百万円減

少したことなどにより、前事業年度末に比べ９百万円減少し166百万円となりました。

［純資産］

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ111百万円減少し9,452百万円となりました。

　これは利益剰余金が10百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額金が122百万円減少したことなどによるもの

であります。

　なお、自己資本比率は前事業年度末に比べ2.2ポイント増加し87.6％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の見通しにつきましては、雇用・所得情勢の改善が続くなかで、景気は緩やかに回復していくことが期待されま

すが、海外経済の不確実性の高まりなど、わが国の景気が下押しされるリスクが存在し、経営環境は予断を許さない状

況が続くものと思われます。

　これらの状況を踏まえ、現時点では平成28年２月４日公表の平成28年12月期業績予想に変更はありません。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務

対応報告第32号 平成28年６月17日)を第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

および構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　 なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,840,486 4,011,430

受取手形及び売掛金 2,355,545 1,888,072

製品 31,913 31,039

仕掛品 524,152 508,199

未成工事支出金 138,778 119,018

原材料及び貯蔵品 495,628 493,352

その他 313,215 532,372

貸倒引当金 △7,740 △6,981

流動資産合計 7,691,980 7,576,504

固定資産

有形固定資産

建物 2,312,791 2,319,730

減価償却累計額 △1,717,632 △1,752,304

建物（純額） 595,158 567,426

機械及び装置 2,302,384 2,225,407

減価償却累計額 △1,995,840 △1,962,823

機械及び装置（純額） 306,544 262,584

土地 1,604,963 1,604,963

建設仮勘定 13,557 14,037

その他 988,102 986,942

減価償却累計額 △903,915 △912,390

その他（純額） 84,187 74,552

有形固定資産合計 2,604,412 2,523,564

無形固定資産 67,106 53,873

投資その他の資産

投資有価証券 693,993 416,123

その他 144,726 221,628

投資その他の資産合計 838,719 637,751

固定資産合計 3,510,237 3,215,189

資産合計 11,202,218 10,791,693
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,006,535 855,627

未払法人税等 70,960 42,278

工事損失引当金 41,087 5,772

その他の引当金 78,944 89,774

その他 264,641 178,946

流動負債合計 1,462,170 1,172,399

固定負債

退職給付引当金 87,608 117,076

役員退職慰労引当金 26,650 21,390

その他 61,420 28,019

固定負債合計 175,679 166,485

負債合計 1,637,849 1,338,884

純資産の部

株主資本

資本金 2,507,500 2,507,500

資本剰余金 3,896,954 3,896,954

利益剰余金 3,254,980 3,265,712

自己株式 △197,819 △197,845

株主資本合計 9,461,615 9,472,322

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 102,752 △19,512

評価・換算差額等合計 102,752 △19,512

純資産合計 9,564,368 9,452,809

負債純資産合計 11,202,218 10,791,693

決算短信 （宝印刷）  2016年10月27日 15時14分 7ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



富士変速機株式会社(6295)平成28年12月期 第３四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 4,645,094 4,641,468

売上原価 3,855,829 3,820,404

売上総利益 789,265 821,063

販売費及び一般管理費 699,718 653,202

営業利益 89,546 167,860

営業外収益

受取利息 1,454 981

受取配当金 7,193 7,431

保険配当金 4,400 4,197

保険返戻金 4,622 -

その他 6,233 6,860

営業外収益合計 23,904 19,471

営業外費用

売上割引 3,725 3,909

その他 702 733

営業外費用合計 4,427 4,642

経常利益 109,023 182,689

特別利益

固定資産売却益 - 18

特別利益合計 - 18

特別損失

固定資産売却損 - 125

固定資産除却損 0 1,231

特別損失合計 0 1,357

税引前四半期純利益 109,023 181,351

法人税、住民税及び事業税 39,370 60,988

法人税等調整額 10,839 8,136

法人税等合計 50,210 69,125

四半期純利益 58,812 112,226
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

(注)1

四半期損益

計算書計上額

(注)2
減速機

関連事業

駐車場装置

関連事業

室内外装品

関連事業
計

売上高

　 外部顧客への売上高 2,388,329 1,888,566 368,198 4,645,094 ― 4,645,094

　 セグメント間の内部売上高

又は振替高
58,021 ― ― 58,021 △58,021 ―

計 2,446,351 1,888,566 368,198 4,703,116 △58,021 4,645,094

　セグメント利益又は損失（△） 85,793 8,703 △4,950 89,546 ― 89,546

(注)1. セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

2. セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

(注)1

四半期損益

計算書計上額

(注)2
減速機

関連事業

駐車場装置

関連事業

室内外装品

関連事業
計

売上高

　 外部顧客への売上高 2,222,658 2,019,637 399,171 4,641,468 ― 4,641,468

　 セグメント間の内部売上高

又は振替高
53,485 ― ― 53,485 △53,485 ―

計 2,276,144 2,019,637 399,171 4,694,953 △53,485 4,641,468

　セグメント利益 40,265 112,985 14,609 167,860 ― 167,860

(注)1. セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

2. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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